
佐々木はじめ 現在の主な役職（2018年2月現在）

■ 政　府

■ 衆議院

■ 自民党

国土審議会豪雪地帯対策分科会 特別委員
 

経済産業委員会 委員／外務委員会 委員
原子力問題調査特別委員会 委員
 

総務／青年局 局長代理／経済産業部会
副部会長／国土交通部会 副部会長／
生活安全関係団体委員会 委員長／PFI調査会 幹事／
スポーツ立国調査会・スポーツビジネス小委員会 事務局長／
整備新幹線等鉄道調査会 新幹線車両所の活用による観光・
産業振興ＰＴ事務局次長

＜2018/04＞

青年局定例昼食会 
コマツ坂根相談役を迎えて

2018.2.22018.2.2

青年局和歌山県くじら漁・文化視察研修
2018.2.8 ～ 92018.2.8 ～ 9

政策づくりに向けた学生たちとの座談会
2017.12.182017.12.18

決
意
新
た
に
、３
期
目
が
始
動
。

　

責
任
と
実
行
力
で
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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編 集 後 記
　去年の通常国会閉会後に発行を予定していた
本誌が衆院選の日程などに伴い、計画が大きくず
れ込みました。新幹線、外交防衛、スポーツビジ
ネス等、様々な課題に重要な役割を担って全力
疾走する佐々木代議士の様子を適切にお伝えす
ることが編集スタッフの責任であると緊張感を
持って取り組んでいます。どうぞご高覧の上、
ご意見やご質問などをお寄せください。

編 集 後 記
　去年の通常国会閉会後に発行を予定していた
本誌が衆院選の日程などに伴い、計画が大きくず
れ込みました。新幹線、外交防衛、スポーツビジ
ネス等、様々な課題に重要な役割を担って全力
疾走する佐々木代議士の様子を適切にお伝えす
ることが編集スタッフの責任であると緊張感を
持って取り組んでいます。どうぞご高覧の上、
ご意見やご質問などをお寄せください。

ふ
る
さ
と
で
の
生
活
感
を
と
も
に
し
、

　
　
　

多
く
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う ―

　

地
方
の
元
気
を
作
り
出
す

　
　

国
政
活
動
は
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。

る
ふ

と
さ奔

東

走
西

　

１
月
22
日
に
第
１
９
６
回
通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
、

す
で
に
数
々
の
重
要
法
案
の
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
秋
の
総
選
挙
で
は
、
皆
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
政
府
・

与
党
に
厳
し
い
声
も
聞
か
れ
る
中
で
の
解
散
で
し
た
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
、
す
ば
ら
し
い
成
績
で
３
期
目
の
国
会

議
員
と
し
て
国
政
に
送
り
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
経
済
は
順
調
に
回
復
の
道
を
辿
っ
て
き
ま
し

た
が
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
や
難
問
山
積
の
国
内
政
治

課
題
な
ど
、決
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
南
加
賀
に
お
い
て
は
、
今
こ
そ
新
幹
線
延

伸
事
業
の
加
速
に
努
め
、
新
た
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
も

と
に
し
た
観
光
対
策
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
な
ど
、

積
極
的
な
地
域
発
展
策

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

国
会
の
各
委
員
会
委

員
や
自
民
党
青
年
局
長

代
理
を
は
じ
め
と
す
る

党
役
職
な
ど
、
数
多
く

の
重
責
を
拝
命
す
る
今
、

そ
の
責
任
を
全
う
す
る

強
い
決
意
の
も
と
で
、

国
民
に
寄
り
添
っ
た
国
政

活
動
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。

　2017年は白山開山１３００年
という記念すべき年でした。
８月末、日程を何とかやりくりし
て、閉山の日に友人たちととも
に白山登山を実施しました。　
　室堂まで６km、翌朝に山頂
までの１,２kmを歩き、ご来光を
仰ぐことができました。２,７０２
mの地で見る朝日。故郷を照ら
し始める瞬間は実に神々しいも
のです。豊かな恵みをもたらし、
歴史と文化をはぐくんできた偉
大な霊山に尊崇の念を捧げ、国
家の安寧と人々の健康を祈りま
した。
　このようなすばらしい自然環
境を保全することにも、真剣に
向き合いたいと思います。

　

昨
年
10
月
、
政
府
・
与
党
へ
の
逆
風
が
吹
く

中
で
の
衆
議
院
解
散
と
総
選
挙
。解
散
後
に
は
、

当
時
の
野
党
第
一
党
が
事
実
上
解
党
す
る
と
い

う
過
去
に
類
を
見
な
い
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
は
じ
め
候
補
は
、
初
当
選
以
来
５
年

間
、
真
摯
に
国
政
活
動
に
向
き
合
っ
て
き
た
自

信
を
胸
に
、
12
日
間
の
選
挙
戦
に
挑
み
ま
し
た
。

結
果
は
得
票
数
１
１
８,
４
２
１
。

　

皆
様
の
力
強
く
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援
の
お

か
げ
で
圧
倒
的
勝
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
す
ま
す
国
政

活
動
に
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

念願の白山登山に挑戦！

衆
院
選
で
勝
利
。 

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
に
感
謝
！

3期目がスタートした直後から、これまで以上に重要な役職を多数拝命し、国内外での活動に超多忙な日々を送っています。

加賀海浜産業道路
手取川架橋区間起工式〈石川県〉
加賀海浜産業道路
手取川架橋区間起工式〈石川県〉

野々市市土地区画整理事業建設工事
安全祈願祭並びに起工式〈野々市市〉
野々市市土地区画整理事業建設工事
安全祈願祭並びに起工式〈野々市市〉

ONSEN・ガストロノミーウォーキング
in 加賀山中温泉〈加賀市〉
ONSEN・ガストロノミーウォーキング
in 加賀山中温泉〈加賀市〉

カヌーニュージーランド事前合宿に伴う
ふれあいイベント〈小松市〉
カヌーニュージーランド事前合宿に伴う
ふれあいイベント〈小松市〉 ふるさと対話集会〈加賀市〉ふるさと対話集会〈白山市〉

海岸松林保全のため
「宝くじ松」植樹作業〈能美市〉
海岸松林保全のため
「宝くじ松」植樹作業〈能美市〉

川北町自衛消防団大会〈川北町〉川北町自衛消防団大会〈川北町〉

畑と手をつなごう〈能美市〉畑と手をつなごう〈能美市〉

中部日本ダンス競技秋季大会〈石川県大会〉中部日本ダンス競技秋季大会〈石川県大会〉

自民党
 青年局
自民党
 青年局

曽谷土地区画整理事業完工記念碑除幕式〈白山市〉曽谷土地区画整理事業完工記念碑除幕式〈白山市〉



佐 々 木 は じ め ● １ 年 間 の 主 な 国 会 活 動 報 告

ウズベキスタン訪問2016.12.42016.12.4

台湾訪問（蔡英文総統らと面会）2017.3.182017.3.18

インド(チームインダス)視察
2017.5.4 ～ 72017.5.4 ～ 7

本会議場に初登壇！！

南加賀の道路整備促進を要望

大和堆問題等日本の安全対策を質疑
スポーツで新たなビジネスチャンスを

全ルート決定、今後の課題は―

ふるさとの魅力を
世界に広げるために

予算委員会第七分科会 質疑
2017.2.222017.2.22

ベトナム訪問2018.1.172018.1.17

2017.12.62017.12.6
外務委員会 質疑

バレーボール振興議員連盟設立総会2017.5.312017.5.31

茂木政調会長白山総合車両所視察2017.4.122017.4.12

スポーツ立国調査会・スポーツビジネス小委員会2017.12.72017.12.7

委
員
会
質
疑

委
員
会
質
疑

海外出張海外出張
北陸新幹線北陸新幹線

ふるさととご縁のある国を訪れ、
ビジネスや文化交流等が
進みやすい環境作りに努めています。

第１９３回 通常国会第１９３回 通常国会2017.3.232017.3.23

自
民
党
の

同
期
議
員
の
中
で
も

数
人
し
か
経
験
の
な
い

本
会
議
の
討
論
に
指
名
さ
れ
、

堂
々
の
初
討
論
!!

国道８号線小松バイパスの大長野－八幡間の四車線
化を要請し、言質を得ました。福井との県境にある8号
線熊坂町地内の早期の四車線化、小松白川連絡道路
の早期開通についても要請しました。

北朝鮮の漁船による度重なる不法操業によって、日本の漁業が大きな
打撃を受け、わが国の食文化が脅かされる重大な事実が繰り返され
てきました。これは漁業の分野のみならず、広く外交問題として対処
すべきであると訴えました。

スポーツビジネ
ス

2020年東京オリンピック・パラリンピックのレガシーとしてス
ポーツの産業化を目指します。スポーツによるビジネスや国際交
流の促進も期待されます。石川県においてもオリ・パラの事前合宿
誘致やプロスポーツビジネスの育成、スタジアムアリーナ整備に
取り組んでいます。

小松商工会議所の防衛省への陳情に同行
2017.4.172017.4.17

地元企業の
受注機会拡大に
向けて

地
域
発
展

地
域
発
展

地方の発展こそ日本の成長の
原動力です。まずは官公需に
おいて地方企業へのビジネス
チャンスを拡大させることが
第一です。

日韓国会議員親善サッカー大会2017.6.172017.6.17 中国大使館との卓球練習2017.6.142017.6.14

京都―新大阪間のルートが決定し、北陸新幹線の全ルートが確定しました。一部
に推進論があったフリーゲージトレインは、技術上の問題点で行き詰まっており、
一日も早くフル規格での全線開通を実現するために財源確保等のさらなる取り組
みが必要です。現計画では、関西・中京圏への在来線直通列車が廃止となる可能
性が高く、これらのアクセスが不便にならないように対処することも重要課題
です。また白山駅の断念決定を受け、白山総合車両所を活用した観光産業振興プ
ロジェクトも始まりました。
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